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Escherichia fergusoniiの集団ゲノミクスと LT1産生株のゲノム特性の解明 
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E. fergusoniiは 1985年に新種命名されて以降、たびたび菌血症、尿路感染、下痢症を呈したヒトや

動物から分離されている。しかし、病原性大腸菌や新興病原体 E.albertiiで実施されているようなシス
テマティックなゲノム解析は行われておらず、その集団構造や病原因子の分布には不明な点が多い。

2014年、宮崎県内の病院において患者の便サンプル（症状の詳細不明）から elt1遺伝子を保有する E. 
fergusoniiが分離され、LT1産生性が E. fergusoniiによる下痢の発症に関与することが示唆された。そ
こで、本研究では（１）ＮＣＢＩに登録されている E. fergusonii のシークエンスデータとサンプル情
報を活用した集団構造と eltを含めた病原因子の分布の解明、（２）比較ゲノム解析による elt1陽性 E. 
fergusoniiのゲノム特性の解明に取り組んだ。 
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